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龍っ子だより 

平和の尊さ学んだ修学旅行  
             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面もご覧ください 

第９号 

令和２年９月２９日 

文責：校長 橋口 辰樹 

☎６２－０５０４（龍ヶ岳小） 

あの戦争が終わった日から ７５年がたった 

あの日の空 あの時の思いを あなたは考えたことがありますか 

私たちは今 声を出して伝えたい 戦争 それは すべてをうばうもの 

なぜ 戦争が起こるのだろう       

戦争からは 悲しみや憎しみ以外何も生まれない  

戦争は 多くの命と心をうばっていく   

１９４５年８月９日 午前１１時２分 長崎に原子爆弾が落とされた 

９０００ｍ上空に巨大なキノコ雲 

一瞬にしてすべてを焼き尽くす 熱線 

すべてを吹き飛ばした 爆風 

目には見えない恐ろしい 放射能 

たった一発の爆弾で ７万人もの命がうばわれた 

あたたかくにぎやかな町が 一瞬にして消えた 

戦争に正義はない 罪のない人までもなくなっていく           

７５年前のこの地で 一瞬にして命を奪われた多くの人々          

ひどいやけどで苦しむ多くの人々 水を求めて歩き回る多くの人々            

すべてを奪われた長崎の町 時がとまったあの瞬間                

人々の希望 夢までも消され 

残ったのは 人の怒り 人の苦しみ そして悲しみだった 

戦争の悲しみが 原爆の痛み、苦しみが 

たくさんの人とその家族の心に 深い深い傷となって きざまれている 

それでもまだ世界中で続く戦争 たくさんの命と幸せなくらし 

輝いていたはずの夢や人々の笑顔をうばいながら 

新たな悲しみを生み続けている 

そして 人類は いぜんとして 

核兵器の きょうふに  さらされている 

私たちの国 日本は 世界で唯一の被爆国として 

その恐ろしさを 世界に訴え続けなければならない 

ぼくたち わたしたちは 

今ここにある 当たり前のことに感謝し  

繋いでもらった 大切な命に感謝し 

戦争のない平和な未来を願い 思いをつなげよう                                                                             

二度と 戦争を起こしてはならない 

一つしかないこの命を 大切に生きていく 

９月１７日（木）、１８日（金）

１泊２日の長崎・佐賀方面に修学

旅行に行ってきました。この２日

間、子どもたちは自分の目、耳、

心でしっかり感じてきました。戦

争の愚かさ、平和の尊さを学び、

そして、友だちの大切さを感じ、

学級の絆を深めることができま

した。 

私自身、この修学旅行で改めて

感じたことがあります。平和学習

で、係の人に「こんなにたくさん

の質問や感想発表した学校は初

めてです。」と言われました。そ

して、平和公園での平和集会。み

んなで考えた構成詩（右の詩）の

発表。これまでたくさんの学校を

案内されてきたバスガイドさん

が、「今までで一番すばらしい発

表で、感動して鳥肌が立った」と

言われました。また、ホテルでの

夕食の時、ご飯のおかわりを持っ

てこられたホテルの方に、「あり

がとうございます」ときちんと感

謝の気持ちを伝えることができ

ました。聞いていた私もうれしく

なったし、きっとホテルの方も

「たくさん食べてほしいな」と思

われたことと思います。こんな風

に、子どもたちの言葉や行動が、

人に感動を与えたり、人を幸せな

気持ちにしたりするんだなと思

いました。しかし、平和学習の講

師の内山さんが最後に「いじめの

ない学校にしてください」とお

願いをされました。子どもたち

の言葉や行動が逆に人を傷つ

けたり、悲しませたりすること

もあることを考えさせられま

した。 
 これからの６年生の成長が楽

しみです。 



 Kak【鬼池港から口之津港までのフェリー】          【吉野ヶ里遺跡】 

 

【ホテルでの夕食】            【佐賀県立宇宙科学館】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は、修学旅行を通して友だちとの絆がより深まりま

した。でもクラスや自分の課題もありました。これから

にいかしていきたいです。 

平和集会での構成詩の発表では、一つ一つの言葉を気

持ちを込めて大きな声で言えたのでよかったです。 

私は、平和学習での内野先生の講話が一番心に残りま

した。特に最後に内野先生が「戦争を二度と起こさない

ように、自分たちにできること」を教えてくださったこ

とです。自分たちにできることを知ることができたの

で、他の人にも教えてあげたいと思います。 

運動会がもうすぐあるので、修学旅行で学んだことを

生かして、低・中学年のお手本になるようにしたいと思

います。           ６年 西田 夢彩 

１日目は平和学習でした。内野先生の講

話では、戦争の怖さや家族の苦しみなど、

勉強してきたこと以外にもいろいろなこ

とが聞けました。平和集会では、自分の伝

えたい思いを構成詩のセリフにこめて大

きな声で言えました。自分の思いは伝えら

れたと思います。 

２日目は、１人で行動する場面や班で行

動する場面がありました。買い物では、塾

の先生や家族の分を計算して買うことが

できてよかったです。この日が誕生日だっ

たので、誕生日プレゼントをもらってとて

も嬉しかったです。宇宙科学館では、いろ

いろな物で遊んだり、競争したりしてとて

も楽しかったです。吉野ヶ里遺跡では、こ

こでしか見られない王の部屋や矢じりの

跡などがありました。教科書にのっていた

ものが、目の前にあったのでびっくりしま

した。 

この 2日間、戦争のことや友だちと遊ん

だことなど、たくさんの思い出ができまし

た。学んできたことを普段の生活につなげ

ていきたいです。 

       ６年 平岡 大和 

私は修学旅行で楽しかったことは、ホテルです。ごは

んがとても美味しく、食べきれないほどありました。で

も残すのはもったいないので、無理して全部食べまし

た。寝るときには、消灯時間に寝ようとしましたが、み

んな「眠れない」と言い始め、こわい話などを言い合い

ました。なかなか話せない人ともたくさん話せて楽しか

ったです。 

私は、修学旅行を通して友だちとの絆がより深まりま

した。でもクラスや自分の課題もありました。これから

にいかしていきたいです。 

           ６年 吉留 紗空 


